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常磐自動車道（常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣ間）の線量調査結果について 

 

平成２７年１月２３日 

原子力被災者生活支援チーム 

 

１．概要 

常磐自動車道（以下「常磐道」という。）常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣ間の開通が３月１日に予定されている。

同区間の開通により避難指示区域内を常磐道のみで通過することが可能になることから、同区間を含

む広野ＩＣ～南相馬ＩＣ間を車両に乗車して通行した場合の運転手等への放射性物質の影響を確認する

ため、道路上の空間線量率測定を行い、外部被ばく線量を評価した脚注1）。 

その結果、新規に開通する常磐富岡ＩＣから浪江ＩＣまでの１４．３ｋｍを時速７０ｋｍで１回通行する際

に運転手等が受ける外部被ばく線量は、自動車の場合０．２０μＳｖ、自動二輪車の場合０．２４μＳｖで

あった。これらの値は、日常生活で受ける放射線レベルと比較すると、胸部Ｘ線集団検診の被ばく線量

（１回あたり６０μＳｖ（参 1、脚注2））のそれぞれ約３００分の１、２４０分の１である。 

また、広野ＩＣから南相馬ＩＣまでの４９．１ｋｍを時速７０ｋｍで１回通行する際に運転手等が受ける外

部被ばく線量は、自動車の場合０．４０μＳｖ、自動二輪車の場合０．５０μＳｖであった。これらの値は、

日常生活で受ける放射線レベルと比較すると、胸部Ｘ線集団検診の被ばく線量のそれぞれ約１５０分の

１、１２０分の１である。 

 

２．調査対象 

 常磐道を自動車又は自動二輪車で通行する運転手等の外部被ばく線量 

 

３．調査方法 

（１）調査対象区間： 常磐道（広野ＩＣ～南相馬ＩＣ間）４９．１ｋｍ（内、新規開通区間１４．３ｋｍ） 

（２）調査実施期間： 平成２６年１０月２１日及び平成２６年１０月２９日 

（３）空間線量率の測定方法： 

ＮａＩサーベイメータを車内の所定の高さ（路面から１ｍ）に固定したモニタリングカーで当該区間

の車線上（上り、下り）を走行しながら車内の空間線量率を連続測定し、モニタリングカーの遮蔽係

数で除することによって車外の車線中央の空間線量率を得た。なお、本測定は東京電力（株）の

協力を得て行った。 

（４）外部被ばく線量の評価方法 

（３）で得られた車外の車線中央の空間線量率に一般的な車両の遮蔽率（０．８）と通行に要す

る時間を乗じて、運転手等の外部被ばく線量を評価した。ここで、通行に要する時間は、制限速度

の時速７０ｋｍで通行する時間とした。 

                                                   
1）本評価では被ばく線量を外部被ばく実効線量で代表した。これは、これまでの調査で実効線量に対する内部被ばくの

寄与は外部被ばくに比べて非常に小さいことが確認されているためである。なお、念のため、今後当該区間で空気中の

放射性物質濃度の測定を行い、その影響を確認する。 
2）放射線医学総合研究所のWebサイトでは、胸部X線集団検診の被ばく線量は０．０６ｍＳｖと記載されているが、本資料

では単位換算して６０μＳｖとしている。 
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４．結果 

（１） 空間線量率 

  ① 常磐道（広野ＩＣ～南相馬ＩＣ間）の空間線量率分布を図１に示す。新規開通区間の常磐富岡ＩＣ～

浪江ＩＣ間の道路上の車外の空間線量率は０．１８～５．４μＳｖ/ｈの範囲で、平均値は１．２μＳｖ

/ｈであった。 

  ② 広野ＩＣ～南相馬ＩＣの全区間の道路上の車外の空間線量率は０．１５脚注3）～５．４μＳｖ/ｈの範囲

で、平均値は０．７１μＳｖ/ｈであった。 

 

（２）外部被ばく線量 

  ① 新規開通区間の常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣ間（１４．３ｋｍ）を自動車又は自動二輪車で時速７０ｋｍで

１回通行する場合の外部被ばく線量を表１に示す。同区間を１回通行する際に運転手等が受け

る外部被ばく線量は、自動車の場合０．２０μＳｖ、自動二輪車の場合０．２４μＳｖであった。これ

らの値は、日常生活で受ける放射線レベルと比較すると、胸部Ｘ線集団検診の被ばく線量（１回

あたり６０μＳｖ）のそれぞれ約３００分の１、２４０分の１である。 

  ② 広野ＩＣ～南相馬ＩＣ間（４９．１ｋｍ）を自動車又は自動二輪車で時速７０ｋｍで１回通行する場合

の外部被ばく線量を表１に示す。同区間を１回通行する際に運転手等が受ける外部被ばく線量

は、自動車の場合０．４０μＳｖ、自動二輪車の場合０．５０μＳｖであった。これらの値は、日常生

活で受ける放射線レベルと比較すると、胸部Ｘ線集団検診の被ばく線量のそれぞれ約１５０分の

１、１２０分の１である。 

   

※この調査は、原子力規制庁職員の参画を得て実施したものである。 

 

（参考資料）  

参１ 独立行政法人放射線医学総合研究所Ｗｅｂサイト（http://www.nirs.go.jp/rd/faq/medical.shtml） 

 

（本資料の問合せ先） 

内閣府 原子力災害対策本部 

原子力被災者生活支援チーム（山田、川﨑、大塚） 

電話：０３－５１１４－２２２５（原子力規制庁内）  

                                                   
3）東京電力によるモニタリングカーでの測定に使用した測定システムの測定下限値。 
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図１ 常磐道（広野ＩＣ～南相馬ＩＣ間）の車道の空間線量率分布 

 

 

表１ 自動車等で１回通行する場合の被ばく線量 

区間 
距離 

（ｋｍ） 

走行速度 

（ｋｍ/ｈ） 

自動車の運転手等

の外部被ばく線量 

（μＳｖ） 

自動二輪車の運転

手等の外部被ばく

線量 

（μＳｖ） 

備考 

常磐富岡ＩＣ

～浪江ＩＣ 
１４．３ ７０ ０．２０ ０．２４ - 

広野ＩＣ～南

相馬ＩＣ 
４９．１ ７０ ０．４０ ０．５０ 

常磐富岡ＩＣ～

浪江ＩＣを含む 

 


